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環境問題も，かつての公害のように
誰の目にも見える被害は 
非常に少なくなりました．

今，私たちが心配していることの多くは，
目に見えない何か悪い影響があるかもしれない

（中略）というようなことです．これがリスクです．
目に見えないだけに，（中略）

リスク不安だけは大きくなっています．
──「まえがき」より
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＞なぜ本書を書いたのですか？

　2004 年 2 月に横浜国立大学で最

終講義をしました．その草稿を練る

過程で，私のこれまでの研究を振り

返り，自分がいかにファクト（事実）

にこだわって研究してきたか，そし

て今の仕事であるリスク評価には，

ファクトを超える発想と方法論が必

要であるという矛盾に気づきました．

この矛盾は，今の自然科学が共通し

て抱えているものだと思い，それを

伝えたいと思ったのです．

＞研究生活の「総まとめ」にもなって

いるようですが，執筆によって見つ

め直せたことはありますか ?

　今後の道がすっきり見えてきまし

た．自分のよい点も限界もわかった

ので，新しく飛躍できるような気が

します．またこの本の刊行で，私を

よく理解してくれる人が増えたよう

に感じます．とくに，一緒に公害反

対運動に取り組んできた友人たちは，

最近の私のダイオキシンなどに対す

る発言に疑問を抱いていたようです

が，その発言の根底を本書で知り，

疑問が氷解したようです．

＞本書の売れ行きが上々のようです．

環境リスク評価への関心が高まって

いるということでしょうか ?

　はい．皆，今の環境問題の解決方法

に疑問を抱きはじめているからです．

ただ，日本ではまだ「環境リスク評

価学」の研究者がほとんどいません．

今こそ参入すべきで，とくに化学者

には，ぜひこの新分野への転身に興

味をもってもらいたいと思います．

＞どんな人に読まれたいですか ?

　リスク評価の結果を使う行政，企

業関係者だけでなく，一般の人も理

解しておいてほしい．リスク評価，

リスク管理は自治の証です．そして

研究者にとっては，知らないと恥ず

かしい基礎科目のようなものだろう

と思います．

＞理系研究者には，本書をどのよう

に読んでもらいたいですか ?

　環境問題は，あらゆる技術や科学

に関係します．現在は，環境問題を

科学ではなく善悪で考えている人が

多いのですが，当然ながら善悪で環

境問題は解けません．科学的な原理

は本書に書きました．非常に簡単な

ことなので，一度読めば環境問題を

解くための科学の全体像をつかんで

もらえると思います．




